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本研究の目的は、今日重要視されつつあるチーム医療を行う医療組織（チーム医療組織）におけ
る組織学習のメカニズムを、アージリス＝ショーンの組織学習論のフレームワークから考察するこ
とによって、医療組織の質的向上につながる政策的なインプリケーションを導出することである。

この問題意識は、米国医学研究所の米国医療の質委員会が発表したCrossing the Quality
Chasm（2001）という最終報告書における、医療機関がその活動の質を上げるためには、「学習す
る組織」として諸問題に取り組むべきであるという指摘が起点となっている。ただし、この報告書
は、学習する組織によって行われる医療提供の重要性を指摘してはいるものの、医療提供の実践に
おいて、いかに学習する組織を構築することができるのか、すなわち、医療組織が環境の変化に適
応し、より質の高い医療組織を目指すための組織学習の具体的なメカニズムについて十分に言及し
ていない。さらに、アカデミックなレベルにおいても、医療組織や医療チームにおける組織学習の
メカニズムやあるべき方向性はまだ十分に議論されていない。

組織学習が実践されるためには、組織成員間の協働、つまり活発な知識共有やインタラクション
が前提となる。このため本研究では、患者の状態の変化に応じて、多様な専門職が協働しあう、脳
卒中に関わる日英の5つのチーム医療組織を予備調査および本調査のフィールドとして選定した。
そして、このフィールドにおいて参与観察、インタビュー、資料調査を行った。本調査では、問題
解決の方法論の改善だけでなく、組織が前提とする規範の再構成までも想定するアージリス＝
ショーンの組織学習論の枠組みを援用し、チーム医療組織における学習の特徴や仕組みに関する質
的分析を行った。まず、インタビュー・データに根ざした形での概念生成、つまり組織学習のメカ
ニズムを抽出するために、研究手法としてグラウンデッド・セオリーを用いた。この結果、チーム
医療組織における第1の学習形態として、医療現場のニーズに基づく内発的な「自律拡張的な組織
学習」という概念が浮上した。次に、観察記録およびそれに関する制度の調査によって、診療報酬
などの制度が組織の運営方法に作用する「強制・報酬に基づく組織学習」という第2の概念が見出
された。また、観察記録および関連する文献の調査から、ベストプラクティスを模倣し、組織改善
につなげる「模倣拡張的な組織学習」という第3の概念が生成された。

アージリス＝ショーンの理論と本研究の成果を比較検討すると、組織学習論における本研究の意
義として以下の3点が挙げられる。第1に、アージリス＝ショーンの組織学習の枠組みは、医療組織
に深いレベルでの柔軟な学習をもたらすうえで重要な視点を提供するが、本研究は、ベストプラク
ティスや医療制度といった外部環境との関係性も考慮に入れた視野を提供している。第2に、3つの
組織学習は、医療組織がアージリス＝ショーンの組織学習に向かう上での指針として機能する。
第3に、3つの組織学習を医療組織が遂行する上での姿勢として、「内発的相互構成性」、すなわ
ち、組織成員の各々が自発的に他者や環境に対して柔軟に適応するとともに、自らも影響を及ぼし
ながら適切な環境を構築し続ける姿勢の重要性を指摘している。

組織的な質の向上は、医療の質を向上するうえでの重要な必要条件である。本研究は、あらため
てチーム医療組織における組織学習の重要性を再認識させるものであり、同時に、チーム医療組織
研究のみならずチーム医療組織の実践的なマネジメントや医療政策に対して多くの有益な示唆を与



えるものである。これらの研究結果を通じて、医療組織がより柔軟に環境に適応するための示唆を
与えられたことは、硬直化した医療組織からの脱却に貢献すると考えられる。

本稿の構成は次のようになる。序論では、研究の背景と問題意識、研究の方法と概要など、研究
の全体像について説明する。第1章では、チーム医療の重要性について述べ、チーム医療を行う医
療組織に組織学習の視点が有効となることを提起する。第2章では、組織学習論の概要とアージリ
ス＝ショーンの組織学習論を把握する。そして、チーム医療組織における組織学習論の先行研究の
状況から、本研究の意義を論じる。第3章では、調査デザインについて説明する。質的調査法の詳
細や調査対象の選定について論じる。これを受けて、第4章では調査結果について記述する。この
章では、「自律拡張的な組織学習」が見出される。第5章では、組織学習論の視点から調査結果に
ついて考察する。外部環境が促す学習について検討し、「強制・報酬に基づく組織学習」および
「模倣拡張的な組織学習」について述べ、「自律拡張的な組織学習」とあわせて検討する。また、
本研究を振り返り、本研究の限界と課題について論じる。結論では、研究の総括と今後の展望につ
いて論じる。


